
第３日曜日は家庭防災の日 

 

 

 

 

 あかるく かがやく つしまの きぼうのおか 

 

 

 

 

 ４月１１日（木）、今年度最初の避難訓練を実施しま

した。地震発生に続き火災発生という想定で、基本動作

と各教室からの避難経路の確認を主な目的として行い

ました。 

 地震発生を知らせる放送の直後、各教室では、生徒た

ちが机の下に潜り込み、頭をしっかりと守っている姿が

見られました。また、机の脚を両手で持ち、動かないよ

うに支えていました。そして、教室全体から真剣な雰囲気が伝わってきました。これまで

実施してきた避難訓練や防災に関する学習が、確実に身に付いていることがわかりました。 

今年の１月１日には、石川県を中心に北陸地方で大き

な地震が発生しました。３か月以上経っても、復旧・復

興ができていない地域が多くあります。また先日は、台

湾でも大きな地震が発生し、ビルディングが傾いている

映像がテレビ等で流れていました。そして、この地域は、

ずいぶん以前から巨大地震が起こる可能性が高いとい

われています。ま

た、「南海トラフ地

震は絶対に起こる」

ともいわれています。もしものときには、「命を守る」

を最優先にして冷静に行動できるよう、訓練を大切に

してほしいと思います。また、万が一災害が起こった

場合には、「助けられる人から助ける人へ」というよ

うに、地域のために活動できるよう、知識と体力を備

えた中学生に成長することを期待しています。 

 

 

 

 

 ４月２１日（日）は、家庭防災の日です。 

今月のテーマは、「新入学・就職の季節です。新しい通学路や通勤路を、ご家族で歩い

てみて、危険な所がないか確認してみましょう」です。 

新しく通る場所はもちろん、毎日通っているところでも、防災の観点で確認すると新た

な発見があるかもしれません。「まさか・・・ありえない」から「もしかすると・・・か

もしれない」に考え方を切り替えることによって、見えることや気付くことがあると思い

ます。自然災害に対して、そのような考え方で備えることが大切です。 

津島市立暁中学校便り 

令和６年４月１７日（水） 

【しっかり頭を守ります】 

【素速く校舎から離れます】 


